
洗浄槽内の流れ解析

1. 目的
蒸着マスクの洗浄度合いにムラがあるため、洗浄工程の改善をし
たい。

2.  課題
バルブによる流量調整は可能であるが、流れを可視化できないた
め、適正な流入比を特定する。

・バルブごとの流量によって洗浄槽内の流れがどのように変化するか傾向をつかむことがで
きた。

・これまで実績のある流量比とその時の洗浄のされ方がシミュレーションの流れから概ね説
明できるため、本解析を基に流量比を調整できた。
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まとめ

解析モデル

inlet1

inlet2

inlet3

inlet4

inlet4

outlet

蒸着マスク

各inletからの流入比を変化させ、
蒸着マスク表面でのせん断力にムラが
ない条件を検討した。

断面位置

槽内の流れ

マスク外形

マスク表面のせん断力

マスクが位置する
平面内で渦ができず
均一にせん断力が
発生する条件の
検討ができた。

inlet  ：流入バルブ位置
outlet：流出バルブ位置
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